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時 間 所要
時間

やること 狙い

10:30 ① 会場準備（机配置(机5席で１Gr.、掲示、模造紙・マジック・付箋等を各Gr.にセット）

② 受付

③ 本番前の確認、情報共有（参加者、対策）

10:45
5

オープニングトーク

①先生挨拶（１分）…本日の趣旨説明（６次総の意見出しの場）

②ファシリ…紹介を受けて、挨拶と補足説明、未来部、各テーブルのファシリ（補助ファシリ）の紹介。

      取材の説明と紹介・CCNet、役場企画課広報

10:50
3

名札づくり

・A4タテを四つ折りにする→△の筒状にする

・３面に書く→①名前／ニックネーム  ②出身／居住地  ③将来の夢、やりたい仕事

自己紹介のための準備作業。

子ども：将来の夢、やりたい仕事
おとな：今の仕事／やりたかった・やりたい

10:53
5

クイズ（アイスブレイク）

いきなりですが！クイズです。今回は「世界と比べる白川町」！。Gr.ごとにテーブルの上にある一番上のA3の紙

を表返して下さい。白川町クイズ、と書いてあるやつ。

グループの人と打ち解けるキッカケ。

10:58 3
説明：総合計画とは何か？6次総、公聴（町民の声）、

   意見出しの場
総合計画について知ってもらう。

11:01 1
進行係決め：誕生日が今日2/13に近い人

時計係：各テーブルのファシリ
進行係を決める。

11:02
1 「意見出しの場」のルール説明＝この時間の約束事 この場のルールを理解してもらう。

11:03
6

自己紹介タイム

 ①名前／子ども時代のニックネーム

 ②生まれた場所・お住いの地区

 ③将来の夢、やりたい仕事

グループメンバーのことをあらためて知り
打ち解けてもらう。
「８年間」という時間の大きさを
参加者に感じてもらう。

11:09 1
「書出しテーマ」紹介

「８年後の白川町、８年後の自分」
書き出しテーマについて理解してもらう。

11:10 1
書き出しのやり方説明

①付箋は横にはがしましす。②一枚に1つのキーワード ③大きな字で読みやすく
付箋に書きだすやり方を理解してもらう。

11:11
3

付箋に書出し

テーマ「８年後の白川町、８年後の自分」
イメージするキーワードを出来るだけ沢山書いていきます。

たくさんイメージして、それをアウトプット
してもらう。

11:14 1 書き出し枚数確認 → 一番多い人に拍手！ 拍手の練習。

11:15

15

グループワーク１：共有～ネタ見せ、まとめ

 １.自分の書いた付箋を他の人に見えないように持ちます。トランプみたいに。

 ２.一番多い人から時計周りで順番に、「一枚ずつ」模造紙に置いていきます。

 ３.同じのがあったら自分の番で無くても出すことが出来ます。

 ４.途中で「あ！それなら！」とひらめいたら、「付け足し」を書いて貼ってください。

 ５.付箋のキーワードを見ながら、似たものをまとめていきます。

       模造紙にガンガン描きこんでいきましょう。

グループで力を合わせる。

貼り直し、グルーピング、色で囲む、など
まとめ作業も同時に進める。

11:30 5
休憩に入りつつ・・・ゴールの説明＆「発表者を決めてください」
【宣言】シートを見せ、【8年"で"こうなってる宣言】の狙いを説明。発表者決めも促す。

3時間目終了のチャイム
4時間目開始のチャイム

11:35

25

グループワーク２：言葉にする～８年でこうなってる宣言

これまでグループで共有してきたみんなの思いを踏まえながら【宣言】を作ります。最大３つまで。

あわせて、その未来を実現するために"今からできること"も、右に書いてください。

8年後は、いきなり出現する訳ではない。
今日、明日と続いていく毎日の積み重ねの先
にあるものです。
"8年"という時間をかければ、こんなことが
実現できるという提案を考えて欲しい。

12:00 12 グループごとに発表 ３分30秒×３Gr.

12:12 0 投票 参加者みんなで共有する。
補助ファシリは積極的に拍手する。

12:12 1 感 想 ファシリがまとめつつ、団体の代表者
に感想を促す。

12:13 1 挨 拶 必要に応じて

12:14 0 記念撮影 原則として省略

12:14 3 アンケート記入

12:17 3 （予備）

12:20 終了

95

積極的に「付け足し」しましょう！

一人一分トーク

大人は

今の仕事／やりたかった・やりたい

３時間目

４時間目

子どもは、8年前は一言でOK. それよりも！

「将来やりたい仕事」について話す。
※８年後に限定せずに。


